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第 2章では，光 CDMA システムの原理について概説し，符号器・復号器と受信器に関する調査を行
った結果を述べ，さらに，1 次元及び 2次元の光直交符号について示した． 
第 3章では，厳密に設計された可変重みを有する光直交符号を提案した．自己相関のサイドローブ











































誤り率特性を理論的に求め，その特性を明らかにしている．第 5 章では，2 次元の光 CDMA システム
において，1 次元の光直交符号を用いて時間軸方向に，擬似群（Quasi-Group）に基づいて波長軸方
向に光パルスを拡散させて符号化する方式を提案している．少ない計算量で符号の設計が可能であり，
擬似群を切り替えることで複数のパターンの光直交符号が容易に得られ，高セキュリティ化のために
符号を頻繁に再設定できることを示している．擬似群が 3パターン以上の場合，2.4Gbps クラスの通
信速度であっても十分な盗聴耐性があることを明らかにしている．第 6章では，第 5章で検討した固
定重みの符号化を可変重みの符号化に拡張している．セキュリティの評価を行い，第 3者に符号語が
検出される確率を低く抑えられる結果を得ている．第 7章は結論であり，本研究で得られた成果につ
いて総括している． 
以上のように，本論文では，光 CDMA システムに関して，マルチメディア伝送のための可変重み/
可変長符号化の設計法の提案を行い，更に，再設定が可能な 2次元符号化によって高セキュリティ化
を実現できることを示している．本研究で得られた成果は，情報通信工学の発展に寄与するところが
大であり，本論文の著者は，博士（工学）の学位を受ける資格を有するものと認める． 
 
